
昭
和
四
十
∴
ハ
年
薫
肩
一
二
十
∴
珊
勢
行
（
毎
拷
一
団
発
行
）

第四十五巻　　　第一朋

　　　第五百十九號
　昭和四十六年三月三十一日発行

宗
敏
哲
學
の
薪
し
い
可
能
性
…
…
…
…
…
武

キ
リ
ス
ト
敏
と
羅
宇
哲
學
…
…
…
…
…
…
後

　
　
一
K
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
と
G
・
マ
ル
セ
ル

カ
ン
ト
に
於
け
る
人
間
の
自
・
田
の
問
題
…
若

書
鋒
『
論
理
蜜
謹
主
義
の
遣
産
』
…
…
…
…
哲

藤 藤

一
　
雄

松
　
　
　
謙

尾
治
　
一
　
郎

京都大町文學部内
　京都門門轡轡一家亘吉澱本鞘
　　　　草都大罵｝文学肇羅
　　　　　；戴語学麟文学研究塑



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
愈
は
贋
義
に
お
け
る
翠
嵐
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
醐
る

こ
と
を
隊
的
と
す
る

一
、
右
の
醸
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
毎
月
一
回
倉
誌
「
哲
學
研
究
」
を
饗
行
ず
る

ζ⇒

@
毎
卑
公
瀾
講
演
・
曾
を
開
く

ξ⇒

@
随
縛
研
究
會
を
開
く

一
、
ホ
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
曲
學
科
教
窟
及
び
委
員
愈
に
お
い

て
鑑
帯
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

　
、
本
選
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
魯
員
の
中
か

ら
委
員
魯
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
・
圏
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

愈
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
忌
寸
は
禽
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圃
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
出
田
は
禽
誌
の
配
布
を
受
け
倉
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
魯
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
魯
の
決
定
に
よ
る

京
都
聖
像
會
役
員

委
　
員

吉湯山森本武松温服野長中辻武園三熱大上井石池有

岡淺　口吉藤尾澤部田尾　村内原山崎村野　　三編

健　田美　　　　　 久　　　　　 島韻

零幸　都良一義令正又雅　公義太雄吐蕃照　　義孝

郎先見男治雄海夫明夫人置一範郎一　一一　ee夫勉仁純潔



哲
学
研
究
　
第
五
百
十
九
号

七
〇

70

る
べ
き
で
あ
っ
た
昌
的
を
、
彼
は
、
実
際
不
可
能
と
し
て
、
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
、
彼
が
、
こ
こ
に
隔
て
も
、
彼

の
道
徳
的
な
内
的
規
定
の
呼
び
声
に
帰
服
し
続
け
よ
う
と
し
、
道
徳
法
測
が
服
従
す
る
よ
う
に
と
、
直
接
的
に
彼
の
心
に
注
ぎ
込
む
薄
敬
を
、
彼

が
道
徳
的
な
内
的
規
定
の
高
い
要
求
に
適
合
し
た
唯
一
の
理
想
的
究
極
詩
的
の
虚
無
性
に
よ
っ
て
、
弱
め
た
く
な
い
と
思
う
な
ら
ば
、
…
…
彼
は

実
践
的
意
図
に
於
て
、
即
ち
、
道
徳
的
に
彼
に
規
定
せ
ら
れ
る
究
極
週
的
の
可
能
性
を
理
解
す
る
と
云
う
意
図
に
於
て
、
道
徳
的
な
世
界
支
配
者
、

即
ち
、
神
の
存
在
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
窮
は
、
少
く
と
も
、
そ
れ
自
身
に
於
て
、
矛
盾
的
で
は
な
い
が
故
に
、
十
分

に
な
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
L
（
溶
9
d
噸
く
．
吻
G
。
刈
ψ
A
認
～
腿
㎝
G
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
京
都
大
学
文
学
締
研
修
員
）

次巨文晶口払剛写薦
郵
析
と
孔
丘
・

　
　
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
：
重

こ
の
二
入
は
な
ぜ
敵
対
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
一
1

沢
　
俊
　
郎

論
理
学
と
は
何
か
…
…
…
…
：
…
…
・
…
山
　
下
　
歪
　
男

へ
1
ゲ
ル
『
精
神
柵
現
象
学
』

　
に
於
け
る
「
自
意
識
」
の

研
究
序
説
…
…
：
…
…
…
：
・
…
…
：
：
稲

tt

欝

稔

止
鳳

予号論文次

芸
衛
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
…
…
…
…
吉
岡

　
ー
ヘ
ッ
ト
ナ
！
を
中
心
に
し
て
一

袖
0
7
冨
ぴ
8
箒
に
お
け
る
「
啓
示
」

　
概
念
に
つ
い
て
…
…
…
…
：
：
…
・
：
：
服

カ
ン
ト
と
雰
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
…
宮

　
ー
マ
ル
チ
ソ
の
カ
ン
ト
理
説

　
　
　
　
擁
護
と
の
関
連
に
お
い
て
一
…

マ
ッ
ク
ス
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
照
一
目
・
：
餌
　

　
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
合
理
憲
義
）

健
二
郎

部
　
知
　
文

地
　
正
　
卓

谷

敬



　
　
　
　
會
　
　
　
告

一
、
本
愈
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
臨
吉
沼
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
目
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
察
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
又
は
傘
庫

　
一
、
八
○
○
圓
）
を
お
携
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
螢
費

に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
醐
匠
一
番
町
一
七
番
地
三
号

翻
文
祇
（
振
替
口
座
菓
京
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
葡
金
切
」
の
印
を
擦
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
携
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
傘
華
分
）
、
愈
費
は
原
鋼
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

珊
）
の
送
付
濟
を
以
て
渤
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
愛
更
其
弛

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牟
年
）
毎
に
溝
算
し

ま
す

一
、
會
員
の
韓
国
。
入
退
禽
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

窟
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
ホ
誌
の
編
集
に
蘭
す
る
通
儒
・
新
刊
轡
・
寄
纈
雑
誌
等
は

本
酒
虫
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
産
京
畷
畜
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
鍛
文
學
部
内

昭
和
四
十
六
年
三
月
二
十
五
臼
印
圃

昭
和
臨
十
六
年
三
月
三
十
一
鼠
発
行

編
集
勘

注
行
人

賞
捌
所

的
刷
所

註
　
文
　
規
　
定

京
　
都

京
　
都
　
大

編
集
代
嚢

有
　
　
醸

學哲
文

學攣
部

Pt曾

孝

岳

lll欝孟欝

篶　奎東黛井
｝H印　1野羊

丁　葛藩理文
早刷継津
西鉱毒譲男芸

一
、
會
員
以
外
の
購
譲
春
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
蘭
す
る

件
は
「
創
文
社
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
価
三

五
〇
圏
、
送
料
∵
四
〇
圓
）
晶
副
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



珊
灘
欺
篁
朋
二
什
語
翻
（
毎
月
一
回
発
行
）

THE　JOURNAL
OF

PHILOSOPHICAL．　STUDIES
THE　TETSUGAKU　KENKYU

Voi．　XLV March，　1971 No　1

Neue　Mbglichfeeit　einer　Religio　nsPhilosophie　・　・　・　・　・　＋　t　＋　・　・　・　＋　・　・　・　Kazuo　Mut6

Christianisme　et　les　Pensees　existentialistes

　　　　　　－dans　les　cas　de　K　JasPers　et　G　Marcel一

　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…＋・・・・・・…＋・・・・・・・・…　Taira　Got6

Das　Problem　der　menschlichen　Freiheit

　　bei　Kant・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…i・・・…t一・・・・・・…＋・…　Ken　Wakamatsu

s

　　　　　　　　　　　　　　　　　Published　Monthly

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　THE　KYOTO　PHILOSOPHICAL　SOCIETY
　　　　　　　　　　　　　　　（The　Kyete　Tetsugaku－Kai）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto，　Japan

雑誌コード6427　定臓350圓


